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序 
 

本市では、「歴史とみどり豊かな文化のまち」を将来像に位置づけ、豊

かな自然と数多くの歴史・文化遺産を 大限活用しながら、まちづくりを

行っております。 

とりわけ水城跡は『日本書紀』に記述された、我が国のみならず東アジ

アの歴史を語るうえでも重要な遺跡の一つであり、昨年は水城が築造され

て1350年の節目を迎え、さまざまな記念行事を催したところです。 

これから、さらに多くの人々が水城跡を身近で親しみのある史跡として関心を持ち、価値を知ること

ができるよう、「知る」「学ぶ」「感じる」といった体験を通じて時代と向き合う水城跡の継承と未来へ伝

達していくことができる保存整備を目指し、福岡県、大野城市とともに「特別史跡水城跡保存整備基本設

計」を策定いたしました。 

水城跡が地域住民の皆様に、もっと親しんでいただき、また、史跡を守り、語り継いでこられた先人

の思いが、より広く次の時代を担う若い世代に伝えられることを期待しています。 

結びに、本計画策定にあたり熱心にご審議いただきました水城跡整備事業推進協議会の皆様、ご指

導・ご助言を賜りました文化庁並びに大宰府史跡整備指導委員会の皆様、「ワークショップ」「パブリッ

ク・コメント」などを通じて貴重なご意見・ご提言をお寄せいただいた市民の皆様並びに関係各位に対し

まして、深く感謝を申し上げますとともに、今後ともなお一層のご指導とご協力を賜りますようお願い

申し上げます。 

平成 27 年３月 

太宰府市長 

井上保廣 



 



 

刊行にあたって 
 

福岡から国道を車で南下すること約20分、目の前を左側（東）四王寺山麓

から右側（西）に樹木茂る長大堤が延びて行く手を遮断している。これが『日

本書紀』天智天皇3年（664）条に伝える水城大堤であり、西に1.2kmほど続

いて牛頸山塊東端に連接する。古代における一大国家的事業の記念物であり、

以来今日まで幾星霜を経ながらよく原形を保ちつづけてきた歴史の証人でも

あります。さらに中世以降も名所として広く知られ、地域の人々には今日ま

で里山的景観を保持して親しまれてきました。 

一方、大野城・基肄城などの山城とともに、古代大宰府の外郭防衛線を形成していた歴史的由緒によ

って、昭和28年（1953）、あわせて国の特別史跡に指定されました。行政当局でも昭和46年（1971）、

大宰府史跡整備対策委員会を結成して整備をすすめてきた経緯を承けて、平成 17 年（2005）、水城跡整

備事業推進協議会が設立され、保存整備事業は具体的な活動に入りました。 

しかしながら史跡整備事業は、まず史跡の学術調査や研究の成果を反映させて正しく継承し、後世に

伝えてゆくことが大前提であります。そこで大宰府史跡調査研究指導委員会から付託された、地元委員

で構成する大宰府史跡整備指導委員会もこの整備案の検討に参画することとなりました。この指導委員

会は大野城跡の整備事業からかかわっていて、大宰府史跡全体の整備にも配慮しなければなりません。 

かくして平成 24 年（2012）から９回に及ぶ整備推進協議会で真摯な検討が重ねられて、本書ができあ

がりました。ここに関係各位の御努力に感謝するとともに、さらに次なる整備の実施へと進展してゆく

ことを期待する次第であります。 

 

平成 27 年 3 月 31 日 

大宰府史跡整備指導委員会 

委員長  小田富士雄 





 

例言 

 
 
 
１．本書は、太宰府市と大野城市にまたがる特別史跡水城跡の保存・整備に係る基本計画・基本設計である。 
 
 
２．本計画・設計は、太宰府市教育委員会・大野城市教育委員会・福岡県教育委員会・九州歴史資料館が共同し

て策定した。 
 
 
３．太宰府市では、平成16年度に「太宰府市文化財保存活用計画―水城跡に関する環境整備方針」を、大野城

市では、平成15年度に「特別史跡水城跡環境整備基本計画（案）」を策定しており、それぞれの既往計画に基

づきながら、本計画・設計の策定を進めた。 
 
 
４．本計画・設計の検討にあたっては、平成24・25年度に実施した市民ワークショップの成果等を盛り込みなが

ら、水城跡整備事業推進協議会作業部会で素案を作成したうえで、大宰府史跡整備指導委員会に提案・報告を

行ない、指導・助言を得た。またその内容については、水城跡整備事業推進協議会へ報告を行なった。 
 
 
５．本計画・設定の策定については、文化庁記念物課の指導と、春日市の協力を得た。 
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